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平成２5 年度スタートにあたって     

貝ヶ森・町内会で落ち葉堆肥化完成 

平成２５年５月１４日の河北新報記事 

落
ち
葉
の
堆
肥
化
は
、
長
命
ヶ
丘
で
平
成
２
１
～
２
２
年
の
２
年
間
行
っ
た
が
、
２
３
年
３
月
の
福
島
原
発
の
放
射
能
の
影
響
で
、

仙
台
市
は
取
り
や
め
を
決
め
た
。 

私
は
、
佐
藤
わ
か
子
議
員
を
通
じ
て
仙
台
市
長
に
、「
落
ち
葉
は
放
射
能
を
測
定
し
既
成
未
満
の
も
の
は
資
源
と
し
て
有
効
に
利
用 

す
べ
き
」
と
い
う
こ
と
を
要
望
書
を
出
し
、
同
時
に
河
北
新
報
の
時
論
・
持
論
で
も
訴
え
た
。
し
か
し
仙
台
市
か
ら
の
回
答
は
、 

農
水
省
か
ら
「
落
ち
葉
堆
肥
の
製
造
は
０
．
１
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
す
ロ
ッ
ト
の
出
る
可
能
性
が
あ
る
宮
城
県
は
製
造
を 

認
め
な
い
と
い
う
通
達
が
出
て
い
る
」
の
で
仙
台
市
と
し
て
は
全
面
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
返
事
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
河
北
新
報
に
毎
日
出
て
い
る
仙
台
市
の
放
射
能
は
だ
い
た
い
０
．
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
り
、
な
お
我
々
は
製
造
・

販
売
す
る
堆
肥
で
な
く
自
家
用
で
あ
り
、
放
射
能
は
測
定
し
な
が
ら
作
る
と
い
う
事
で
貝
ヶ
森
の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
だ
。
我
々
の 

熱
意
が
仙
台
市
に
通
じ
た
の
か
、
堆
肥
の
指
導
の
依
頼
と
、
公
園
使
用
の
許
可
が
仙
台
市
か
ら
得
ら
れ
、
そ
し
て
仙
台
の
一
地
域
で 

た
い
肥
化
が
完
成
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
堆
肥
化
運
動
の
弾
み
と
な
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

平
成
２
５
年
５
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

山
内 

文
男 

     

 

4/20（土）総会開催、すべての議事が承認されました。会長挨拶（斎藤さんの議事録より）      

昨年１年はご苦労様でした。今年度１年を締めくくり一番感じているのは例会に出る人が少なくなったこと

である。先日仙台市と話し合いがもたれ、その際出た話で、出前講座に出席した人でずっと続けている人は一

人しかいなかったということである。トラブルが起きた時など、講座後のフォローにもっと力を入れる必要が

あると感じた。当会では菜園チームの活動が盛り上がっている。実際に畑で生ごみ堆肥メカニズムを勉強し、

元気な野菜作りを体験する事をもっと広めて、会員を増やしていきましょう。 

 

 



◎植木鉢での堆肥化に挑戦しましょう 
ダンボール堆肥はダニの発生が気になり、雨に弱く、虫が発生しやすいなどの弱点がありました。 

この方法はプランターの古い土が利用できるのでアパート、マンション住まいの方にもすすめられます。 

《ベランダでもできる生ごみのリサイクル！》 

堆肥作りの主役は好気性微生物です。この微生物はたっぷりの酸素と適度な湿り気がないと 

活動できません。さらに温かいところでないと元気に活動できません。気温が１５℃以下にな 

ると好気性微生物は活動を停止してしまうのです。これから暖かくなってくるので始めるのに 

最適です。（冬場の堆肥化には寒さを防ぐ工夫が必要） 

《用意するもの》 

① 大きめのプランター（中に乾いた土） 

② 菊鉢 

③ ヌカ 

④ スコップ 

 

   《使い方Ⅰ》 

1. 大きめのプランター（野菜用）に乾いた土を貯めておきます。 

2. プランターに菊鉢を入れ、その菊鉢の底にネットを敷き、乾いた土を入れます。 

3. 生ごみとヌカをよく混ぜ菊鉢に入れたら、プランターの中の土をかけます。 

4. 3.を繰り返し菊鉢がいっぱいになったら、別の菊鉢で 2.～3.を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《チョットの工夫》 

 シンクの中の生ごみ入れを洗い場の外に置く。 

 「新聞紙とかご」で生ごみの水気を少しでも取る。 

 （水分が多い時は外で風乾） 

 ペットボトルに生ごみとヌカを入れ、台所で保存。 

 2,3本たまったら天気のいい日に菊鉢に入れる。 

 土とまぜて生ごみ分解をみまもる。 

《使い方Ⅱ》 

いっぱいになった鉢は２ヶ月間位そのまま置きます。すると、 

鉢の中の生ごみは殆ど分解されています。時々スコップで 

かき混ぜ、日に当て乾燥させると、生ごみを堆肥化する土と 

して再利用出来ます。堆肥が必要な場合は、発砲スチロールに 

入れ保存します。 

臭いもでず、土の中にいる微生物の力で良質堆肥ができます！ 

注意：夏場は虫よけに植木鉢にカバーをかけた方がいいです。 


